
　胆嚢疾患は、健康診断・人間ドックの普及や超音
波・CTなど検査機器の発達に伴い、発見される機会
が増加しています。また、良性胆嚢疾患に対しては腹
腔鏡下胆嚢摘出術が急速に普及し標準術式として施行
されています。そこで、当科における腹腔鏡下胆嚢摘
出術の現状と、キズの見えない手術と言われる単孔式
腹腔鏡下胆嚢摘出術について紹介致します。

●当科における腹腔鏡下胆嚢摘出術

　当科では1991年より腹腔鏡下胆嚢摘出術を導入し、
現在は年間200例前後に施行しています。腹腔鏡下胆
嚢摘出術の対象疾患は、胆嚢結石、胆嚢ポリープ、胆
嚢炎、胆嚢腺筋症などの良性胆嚢疾患ですが、このう
ち急性胆嚢炎は、急性期に適切な治療を行わなければ
非常に重篤となる病態であります。また、胆嚢炎を繰
り返すことにより起こる慢性胆嚢炎は、手術が非常に
難しくなります。そこで、「急性胆管炎・胆嚢炎の診
療ガイドライン」では、急性胆嚢炎の治療は発症早期
の腹腔鏡下胆嚢摘出術が推奨されています。当科では、
急性胆嚢炎症例は受診されてから可能な限り早期の腹
腔鏡下胆嚢摘出術を治療の第一選択としています。そ
のため、手術までの期間、術後在院期間は著しく短縮
し、患者様の負担は著しく軽減しています。
　腹腔鏡下胆嚢摘出術は、臍部と上腹部に計４カ所の
５～15㎜の小さな穴を開けて、炭酸ガスにて気腹した
後、腹腔鏡というカメラを挿入しテレビモニターに
映った画像を見ながら直接臓器に手を触れず鉗子を
使って胆嚢を摘出する手術です。手術時間は胆嚢の状
態にもよりますが１～２時間程度です。また、当科で

は患者様の要望の多い週末を利用した下記タイムスケ
ジュールにて手術を行い、合併症がなければ入院期間
は３泊４日としています。
①外来にて診察　超音波、CT・MRIなどの画像検
査、術前検査を行い、手術日を決定。
②木曜日　午後入院、麻酔科受診
③金曜日手術
④土曜日より食事開始
⑤日曜日退院
⑥約２週間後外来受診　病理検査結果説明
　従来の開腹胆嚢摘出術より創が小さく、痛みも軽度
で早期の社会復帰が可能であり、キズもほとんど目立
ちません。また、創は吸収糸での真皮埋没縫合を行っ
ており、抜糸の必要はありません。

●単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術
　―キズの見えない手術―

　単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術は文字通り１箇所の切開
創から行う腹腔鏡下胆嚢摘出術であります。また、そ
の高い整容性から脚光を浴びており、当科においても、
2009年５月よりこの手術をいち早く導入し施行してい
ます。単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術は保険診療にて行わ
れます。
　単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術は、臍部に１ヶ所２㎝前
後の小穴をあけ、そこだけで腹腔鏡下の手術を行いま
す。４ヶ所に穴をあける通常の腹腔鏡下胆嚢摘出術と
比較し、術後は臍部に１ヶ所のみの創部が隠れてしま
うため「キズの見えない」美容上大変優れた術式であ
り、患者様にも非常に喜ばれています。その反面、従
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来の腹腔鏡下胆嚢摘出術と比較し、手術操作や視野の
展開が制限されるために高度な技術が必要とされます。
そのため、単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の術者は日本内
視鏡外科学会技術認定医など内視鏡外科手術手技に習

熟している医師に限定し、適応疾患も限定しています。
また、当科では２㎜の極めて細い針状鉗子を１本追加
で使用することで、整容性を損なわずにより安全な手
術を行っています。

　当科では、「胆のう専門外来（内視鏡外科外来）」を
開設し、単孔式を含む腹腔鏡下胆嚢摘出術を希望され
る患者様を対象とした予約制の外来を行っております。
ご希望の患者様がいらっしゃいましたら、下記までお
問い合わせください。患者様の疑問や不安にこたえる
ため、肝胆膵グループ専門医師が患者様それぞれの病

態や治療方針を分かり易く説明し、できるだけ体に負
担のかからない低侵襲な治療を行います。

「胆のう専門外来（内視鏡外科外来）」：　　
渡邉　　学：月曜日　午前、木曜日　午後
浅井　浩司：火曜日　午後　　　　　　　

左：腹腔鏡下胆嚢摘出術

切開部位

右：単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術

単孔式腹腔鏡下胆嚢摘出術の術中所見
　臍部に３本の鉗子・カメラ、右側腹部に
針状細径鉗子を挿入し操作しています

術後２週間の創部：
　ほとんどキズは分かりません

診療のご予約は・・・
病診連携部門あてに「診察・検査FAX予約申込書」をお送り下さい。

病診連携連絡先
病診連携部門
TEL：03-3481-7385　FAX：03-3468-6191
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